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広報物の制作段階では、展覧会のターゲットやタイトル、展示内容などもあわせて検討していました。展
覧会のイメージ作りにおいて重要となる広報物は、ターゲットを意識しつつ、見た人に「研究室の仕事感」
や「自然史系の骨の展示とは異なること」などを感じてもらえるようなビジュアルにしたいという狙いがあ
りました。広報物の制作では、これらの狙いやコンセプトなどについて、デザイナーの大溝さんとも一緒
に打ち合わせをおこない、ポスター・チラシ・招待はがきを作っていきました。

展覧会の顔を作る。

B2ポスター

広報物の制作にあたり、デザイ
ナーの大溝さんへこちらの狙い
や思いを明確に共有するようにし
ました。それを受けて、大溝さん
が私たちのやりたいことをビジュ
アル化してくださり、ポスターや
チラシが完成しました。【小沼】

最初の発想は「手」でした。研究室の仕事は、発掘から調 
査研究のすべてが、手と頭を総動員して歴史を読み解いて 
いくことから、手にした骨をパズルを解くごとく並べていく
と「骨」という文字が浮かび上がってくるビジュアルをイメー
ジしました。「骨」という文字を骨で作るというチープなア
イデアだけにディテールには神経を使いました。「骨」とい
う文字がわかりすぎることなく、どことなく謎めいていて、
道具やキーワードなどを散りばめながら研究室の現場感を
出したり、印刷の線数も粗くしたりするなど、何だかザワ
ザワするようなワクワク感を大切にしました。【大溝】
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展覧会の開催を広く発信するために、広報物の掲示や配布だけでなく、奈良文化財研究所や飛鳥資料館の HPと
Facebook 、広報誌『奈文研ニュース』での情報発信、そして、新聞やテレビやラジオなど、複数のメディアを併用し
ながら広報をおこないました。特にH Pと Facebookでは、会期の前から準備風景などの写真を公開し、会期中にも
継続的に情報を出し続けることで、より多くの人の目に情報が届くように意識しました。また、今回は複数のテレビ
番組に何度も取り上げてもらえたことで、普段はなかなか情報が届きにくい層の人へのアプローチにつながりました。

― 広く情報を届ける。

招待はがきは、大溝さんの提案でス
クラッチを削ると骨や文字が現れる
という仕様にしました。スクラッチ
を削るという仕掛けによって、はが
きに書かれた情報が「見るもの」か
ら「体験できるもの」になり、受け
取った人が楽しみながら、展覧会に
興味を持ってもらえるようなものに
仕上がったと思います。

このような斬新なアイディア
や視点は、研究所内のメ
ンバーだけでは出てこ
ないので、デザイナー
さんと一緒に仕事をす
る楽しさでもあります。

【小沼】

招待はがき

報道発表時には、取材に来てくださった記者さんたちに展覧会をより楽しんでもらおう
という思いから、ポスターで作った封筒に配布資料を入れて渡しました。

環境考古学研究室でのテレビ取材

HPや SNSを活用した情報発信『奈文研ニュース』での展覧会と
リンクした情報発信

展覧会開催前日の報道発表

― 広報物を展示とリンクさせる。
広報物に掲載した骨の名前や部位などの詳細については、展示室の一角に紹介するコーナーを設けました。
掲載した骨に関連している展示コーナーも記載し、広報物と展示をつなげるようなコーナーにしました。

ポスターから手作りした封筒を、お渡し
した記者さんたちが「ポスターなんです
か！」と驚いてくださって嬉しかったです。
細かい部分までこだわってつくり込んだ
展覧会だったので、記者発表でも小さな
サプライズを用意しました。【辻本】
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  調査研究の舞台裏を展示する
奈良文化財研究所には、「環境考古学研究室」と

いう研究室があります。「環境」も「考古学」も一般
的な用語ですが、「環境考古学」は耳慣れない言葉
かもしれません。この研究室では、遺跡から出土し
た動物の骨や貝等の調査研究をしています。
遺跡から出土する骨は、当時の生き物の様子を語

るだけではありません。骨に残された傷跡等から
は、昔の人が動物をさばいていた道具や調理法等、
生き生きとした人々の営みを読みとれます。環境考
古学研究室では、このような骨から歴史をあきらか
にするための調査研究をおこなっているのです。
奈文研の調査研究の現場は、普段はほとんど公開

されていないため、どのような過程を経て、研究成
果が導かれているのか見えにくいのが現状です。し
かし、この調査研究の過程にこそ、研究のおもしろ
さや奥深さが隠れているのです。
そこで飛鳥資料館では、４月から、環境考古学

研究室の調査研究の舞台裏にスポットを当てた「骨
ものがたり−環境考古学研究室のお仕事」という展
覧会を開催します。本展覧会では、研究室でおこ
なっている基本的な調査過程を６つのステップに
分けて、その仕事の内容や技術等を紹介します。実

際に研究で取り扱ってきた出土資料や骨格標本を
見ながら、研究員がどのように資料と向き合い、歴
史を解明していったのか、その視点や手法がわかる
展示です。
今回の展示で特にこだわっているのが、展示会場

内のデザインです。会場には研究室の机や骨格標本
の保管庫を再現して、研究室の空間を体感していた
だけるようになっています。大量の標本が並ぶ研究
室は、「考古学」のイメージからは少し意外に感じ
られるかもしれませんが、この標本も、全国の研究
者が利用する貴重な資料なのです。また、5月10日・
17日の「研究員を展示！」では、展示室で研究員が
実際に調査研究します。研究の様子がわかる絶好の
機会です。
さらに、本展覧会のために撮影した、調査・研究

現場の写真も見どころの一つです。研究員の視点を
意識しながら、研究室の日常が伝わるような写真を
多数用意しました。これらの写真からも、環境考古
学の研究のおもしろさや魅力を感じていただきた
いと思っています。会期中には、本物の骨や骨格標
本を使ったイベント「体験！研究員のお仕事」も開
催します。ぜひ、この機会に飛鳥資料館へお越しく
ださい。（展覧会の会期等は本号８頁をご覧くださ
い。）� （飛鳥資料館　小沼�美結・西田�紀子）

出土したマグロの骨と標本の比較作業研究室の骨格標本の保管庫
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